
【
対
象
者
】

【
対
象
者
】

　

日
野
町
在
住
の
生
後
６
か
月
～
２
歳
児

（
３
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
後
最
初
の
３
月
31

日
ま
で
）

　
※�

保
育
園
等
に
通
っ
て
い
な
い
こ
ど
も
が

対
象
で
す
。

【
利
用
日
時
】

【
利
用
日
時
】

　
火
曜
日
、
木
曜
日

　
９
時
～
11
時
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
※�

こ
ど
も
１
人
当
た
り
月
10
時
間
の
枠
内

で
柔
軟
に
利
用
可
能
で
す
。

　
※
１
時
間
単
位
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
利
用
料
金
】

【
利
用
料
金
】

　
１
人
１
時
間
当
た
り　
3
0
0
円

【
実
施
園
】

【
実
施
園
】

　
日
野
町
立
認
定
こ
ど
も
園

　
　
桜
谷
こ
ど
も
園　
第
２
園
舎

　
（
日
野
町
大
字
北
脇
9
8
8
番
地
）

　
ご
利
用
の
流
れ
、
詳
細

に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
野

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

【
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
と
は
？
】

【
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
と
は
？
】

　
す
べ
て
の
こ
ど
も
の
育
ち
を
応
援
し
、
こ
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る
環
境
を
整

え
る
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
子
育
て
家
庭
に
対
し
て
、
保
護
者
の
多
様
な
働
き
方
や
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
か
か
わ
ら
な
い
形
で
の
支
援
を
強
化
す
る
た
め
創
設
さ
れ
た
新
た
な

通
園
制
度
で
す
。

町ホームページ

♦
問
い
合
わ
せ
先
　
子
ど
も
支
援
課
　
子
ど
も
支
援
担
当
　
☎
0
7
4
8-

5
2-

6
5
8
3

令
和
８
年
度
か
ら

　
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」が

は
じ
ま
り
ま
す
！

日
野
町
立
幼
稚
園
休
園
の
お
知
ら
せ

　
平
素
よ
り
、
地
域
の
皆
様
、
保
護
者
の
皆
様
に
は
日
野
町
立
幼
稚
園
の
運
営
に

多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
れ
ま
で
か
ら
左
記
の
町
立
幼
稚
園
は
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
幼
児

教
育
機
関
と
し
て
開
園
以
来
、
多
く
の
皆
様
に
愛
さ
れ
園
の
運
営
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
少
子
化
・
核
家
族
化
や
就
労
形
態
の
多
様

化
等
に
伴
い
、保
育
ニ
ー
ズ
が
高
ま
り
、長
時
間
保
育
の
需
要
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
低
年
齢
児
か
ら
の
保
育
需
要
に
よ
り
、
在
宅
保
育
の
減
少
、
ま
た
、
３
歳
児
か

ら
幼
稚
園
に
入
園
す
る
児
童
数
も
大
幅
に
減
少
し
、
一
定
の
集
団
規
模
の
中
で
互

い
に
育
ち
合
い
自
主
性
を
育
む
質
の
高
い
幼
児
教
育
の
実
現
が
困
難
な
状
況
と

な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
左
記
の
町
立
幼
稚
園
に
お
い
て
は
、
令
和
８
年
度
以
降
の

園
児
の
入
園
を
行
わ
ず
、
令
和
８
年
４
月
か
ら
休
園
す
る
こ
と
と
し
、
令
和
９
年

３
月
末
日
を
も
っ
て
閉
園
す
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

　
入
園
を
ご
検
討
い
た
だ
き
ま
し
た
保
護
者
の
皆
様
に
は
、こ
う
し
た
状
況
と
な
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
、
心
か
ら
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。
町
の
子
ど
も
た
ち
が
互
い

に
育
ち
合
う
環
境
の
大
切
さ
を
最
優
先
に
、
一
定
の
集
団
で
の
幼
児
教
育
・
保
育

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
、
判
断
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
住
民
の
皆
様
に
愛
さ
れ
て
き
た
歴
史
あ
る
幼
稚
園
を
閉
じ
る
こ
と
は
誠
に
残
念

で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
し
た
諸
事
情
を
ご
賢
察
の
う
え
、
何
卒
ご
理
解
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
休
園
す
る
幼
稚
園
】	日
野
町
立
西
大
路
幼
稚
園

	

日
野
町
立
南
比
都
佐
幼
稚
園

【
休
園
す
る
期
間
】	令
和
８
年
４
月
１
日（
水
）～
令
和
９
年
３
月
31
日（
水
）

【
閉
園
予
定
日
】	令
和
９
年
３
月
31
日（
水
）
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町内の幼稚園や保育所・こども園、
小・中学校での子どもたちの様子や特色ある
取り組みの内容を紹介していきます。

◆問い合わせ先　子ども支援課　☎ 0748-52-6583　教育委員会事務局　学校教育課　☎ 0748-52-6564

～夢と志をもち、共に育ち共に生きる、活力ある人づくり～～夢と志をもち、共に育ち共に生きる、活力ある人づくり～

就学前の子どもとその家庭が安心して子育てできるよう、園・学校・ 
関係機関と連携しながら相談や支援を行っています。

毎日の遊びが 毎日の遊びが 生きる力 生きる力 となり、未来を育てます。となり、未来を育てます。
今、この今、この時時

とと

期期
きき

を大切に。を大切に。

子どもへの大切な大人の関わりは子どもへの大切な大人の関わりは
安心・共感・見守り安心・共感・見守りを土台にした関係です。　を土台にした関係です。　

入園・進級や就学を迎えるこの時期、子育てや成長について入園・進級や就学を迎えるこの時期、子育てや成長について
気になることがあれば、一人で悩まずご相談ください。気になることがあれば、一人で悩まずご相談ください。

　教師には、子ども一人ひとりの学びを最大限に引き出し、主体的な学びを支援する伴走者としての役割が求められて
います。その役割の充実のためにさまざまな研修等を行いました。その一部を紹介します。

先進地視察研修
　子どもが主体的に学ぶ学校を目指し
て、各校のリーダーを集め、先進的な
教育実践を行っている県内外の小学
校・中学校を視察しました。
　参加した先生からは「子どもは一人ひ
とりいろいろな考えをもっている。その
考えをうまくつなげ、互いに学び合える
ように授業を進めていることが印象的
でした」といった感想がありました。

　子どもにとって、まわりの大人は「安心できる存在」であること
が何より大切です。うれしい気持ちも、困った気持ちも、そっと
受け止めてもらえることで、子どもは心を開いていきます。やって
みたい気持ちを大切にし、急がせず見守る関わりは、自分で考え
る力や自信につながります。うまくいかないときも「大丈夫だよ」
と寄り添うことで、子どもはまた一歩踏み出せます。温かなまな
ざしと日々の関わりが、子どもの育ちをやさしく支えていきます。

　就学前の子どもは、遊びや生活の中で自ら考え、感じ、
試します。学びは教え込むものではなく、好奇心を尊
重し、安心できる関わりの中で育つ力。未来へつなが
る土台を育みます。人と関わり、言葉や表現の芽を伸
ばし、生きる力の基礎を築きます。子どもは日々学んで
います。

不登校児童・生徒の支援
に関する研修

　子どもや保護者に寄り添っ
た不登校支援の実現のために、
各校の先生方と一緒に研修会
を行いました。学校と関係機
関がチームを作り、知恵と力を
合わせて、『誰一人取り残さな
い』教育の実現のために取り
組みをすすめていきます。

コミュニティ・スクール合同会議
　町内の６つの小・中学校では、「コミュニティ・
スクール」を設置し、地域と学校が力を合わせて
学校の運営に取り組んでいます。その取り組みの
さらなる発展をねらい、各校の運営委員が一堂に
会し、実践を交流する会議を実施しました。参加
者からは「地域の多くの人が自分の技量を生かし
て学校に関われれば、学生だけでなく大人の学び
の拠点にもなると思います。それをつなぐ活動が
できればと思います」との意見が寄せられました。

子どもの学びがわかる掲示板 実践交流をしている様子

学校教育課学校教育課

子ども支援課子ども支援課
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